
1．基本的な考え方
お客様のニーズに合った「革新素材」「良い製

品」を提供し、より良い社会の実現に貢献してい

くことは、JSRグループの重要な役割であると考

えています。そのためお取引先様とは、サプラ

イチェーンマネジメントを通じて社会の課題への

対応を共に進めてまいります。

2．お取引先様とのかかわり
　（サプライチェーンマネジメント）
（1）CSR調達

JSRグループのサプライチェーンマネジメント

には、様々な産業に素材を提供して社会を支える

化学メーカーとしての特徴があります。それは

お客様に絶えることなく安定的に、確かな品質の

製品をお届けすることです。

同じJSRグループの中でも、エラストマー事業

および合成樹脂事業とデジタルソリューション事

業、あるいはライフサイエンス事業ではサプライ

チェーンマネジメントにおけるポイントは異なり

ますが、お取引先様、お客様にはJSRグループ購

買指針に定める「購買取引にあたっては、持続可

能な社会に向けて、安全、人権、法令遵守、資源

保護、環境保全、生物多様性などに十分配慮す

る」とのCSR調達方針をご理解いただき、コミュ

ニケーションによる相互理解のもとで、協力しな

がら実効性のある取り組みを続けています。

2010年度から「CSR調達」の取り組みを開始

し、「購買指針」に基づいて、環境面と社会面に関

する取引先の取り組み状況をアンケート調査で

把握し、課題がある場合には、その取引先に調達

担当者が直接出向いて一緒に課題を解決する方

法をとっています。2013年度までに、原料資材

の購入金額の99％をカバーする取引先への調査

を完了し、新たな取引先ができた場合も同様に調

査を実施しています。

加えて、近年のサプライチェーンのグローバル

化に伴い、強制労働、児童労働、環境破壊、地球

温暖化、企業不祥事などの問題が発生し、不買運

動や改善要求が起きるようになり、企業活動にも

大きな影響が出始めていることを受け、2017年

度には調査に使用するアンケートの項目を大幅

に刷新、拡充させました。この改訂版アンケート

を用いて2巡目となるアンケート調査に取り組ん

でいます。

また、このようにサプライチェーンマネジメン

トを発展させることが、お取引先様とJSRグルー

プの相互繁栄につながるとの考えに基づき、改

訂版アンケートに記載した当社グループがお取

引先様にも遵守をお願いしたい事項を再整理し、

2018年12月、新たに「JSRグループCSR調達

方針」を制定しました。順次お取引先様に配布を

行い、周知と実践に向けた取り組みを要請してま

いります。

（2）グリーン調達（原材料）
JSRは、従来より原材料に関して、環境負荷の

少ないものを優先的に購入するグリーン調達に

取り組んできました。また、化学物質をサプライ

チェーンで管理する近年の業界の動きに合わせ

て、2008年10月にアーティクルマネージメント

推進協議会（JAMP）※1に加入し、グリーン調達

ガイドライン※2の見直しを行いました。今後とも

サプライチェーンでの情報伝達を重視したグリー

ン調達に積極的に取り組んでいきます。

※1  アーティクルマネージメント推進協議会（JAMP）：アーティクル
（部品や成形品などの別称）が含有する化学物質などの情報を適切
に管理し、サプライチェーンの中で円滑に開示・伝達するための具
体的なしくみをつくり普及させることを目的として、2006年9月
に業界横断の活動推進主体として発足しました。JSRはJAMPへ
の参加を通じて、その理念の実現に資する活動を推進します。

※2  グリーン調達ガイドライン：JSRは2000年よりグリーン調達ガイド
ラインを制定し、このガイドラインに基づいてグリーン調達を推進
しております。2008年にはJAMPへ加入し、管理対象物質とフォー
マットをJAMP MSDSplusに対応させるべくガイドラインの改訂
を実施しました。さらに2018年に、MSDSplusからchemSHERPA
（経済産業省主導で策定された新たな化学物質情報伝達フォーマッ
ト）への移行に伴い再度ガイドラインを改訂しました。今後もサプ
ライチェーンでの化学物質のリスク管理を効果的に実施するため、
情報伝達を重視したグリーン調達を推進していきます。
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